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　電気機器を輸出する際には、輸入国が要求するその

国の安全規格への適合に関する認証を取らなければな

らない場合があります。Aという国でやっとお金と時

間をかけて認証を取ったと思ったら、今度は別のBと

いう国でまた認証を取らなければならないとは、誠に

面倒なことです。

　このような面倒な手続きを簡単にするために国際

的に設けられたのがCBスキームです。ちなみに、CB

スキームのCBはCertification Bodyの略です。

　CBスキームは、IECEE（IEC電気機器安全規格適合

性試験制度）に基づき運営されています。まずこの制

度への加盟国にある認証機関（NCB注1））またはCB試

験所（CBTL注2））に製品の試験を依頼し、CB試験レ

ポートとCB証明書を発行してもらいます。このCB

証明書とCBレポートを他の加盟国の認証機関に提出

すれば、認証に必要な試験を大幅に省略してもらう

ことができ、認証取得の期間短縮とコストの削減に

大いに役立つ仕組みです。

　ある国で認証された製品を使ってシステムを構築

されるお客様が、そのシステムを他国に輸出したい

場合に、システムの一部であるその製品がCBスキー

ムによるCB証明書を受けていれば、製品メーカーに

よるその製品の認証の取得はスムーズにいきます。

　CBスキームで使用される規格は、世界共通のIEC

（国際電気標準会議）規格です。しかし、製品が販売さ

れる国の独自の個別要求事項（National Difference）があ

り、これは、IEC規格とその国の規格との間の差異で

す。そのため、最初にA国のNCBに試験とCB証明

書の申請を行う際に、A国およびA国以外の将来申請

が見込まれる国の個別要求事項についても審査項目

に追加しておく必要があります。これによって、A国

以外の申請が予定された国のNCBにおいてCB証明

書がスムーズに受け入れられます。

　個別要求事項の例を挙げると、ドイツでは分野に

よっては、製品に添付されるマニュアルの安全に関係

する記述は、サービスエンジニア向けの記述であって

もドイツ語で書かれていることが要求されています。

　日本のNCBは、電気安全環境研究所（JET）、日本品

質保証機構（JQA）、テュフラインランドジャパン、

ユーエルエーペックスの4機関です。

　世界のNCB、CBTLとその認められた製品カテゴリ

や規格は、下記のURLで見ることができます。

　http://www.cbscheme.org/CBSCHEME/html/

cbcntris.htm

　また、すべての基礎になるIECEEの資料は下記の

URLで見ることができます（ただし、英文資料です）。

　http://www.cbscheme.org/cbscheme/cbfunct.pdf

　エム・システム技研では、コンパクト変換器みにま

るシリーズの4機種でULからCB証明書を発行して

もらっています。 　 　　　　　　　　　　　 ■

図1　CBスキームによる申請の流れ
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注1）NCB（National Certification Body）国内認証機関：
IECEEに加盟している国において、電気機器の国内認証認
可スキームを運営する機関です。NCBには、CB証明書を
受け入れて認証を発行するだけのRecognizing NCBとCB
証明書の発行と受け入れの両方を行うIssuing and Recogniz-
ing NCBの 2種類があります。

注2）CBTL（CB Testing Laboratory）CB試験所：
CBTLはNCBから依頼を受けて試験を行います。CBTLは
NCBから候補機関として推薦され、規則に従った査察を受
けた後、容認される試験機関です。


